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第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第2問〔2〕⑴ソ～チ、ツ～ト

社会の事象を数学的に考察する問題で、各学力層で差がついた

第2問〔2〕⑴ ソ～チ

正解率 36.6％
SS65～70 92.7％
SS60～65 81.4％
SS55～60 63.3％
SS50～55 41.3％
SS45～50 22.4％

数学Ⅰ・Ａ

2023年度第１回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「数学Ⅰ・A」
受験者数： 261,728人
平均点： 46.4点
標準偏差： 20.1

【出典】 問題・集計結果データともに、2023年度「第１回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。

ソ～チ：－１3 ツ～ト：290

第2問〔2〕⑴ ツ～ト

正解率 23.3％
SS65～70 79.3％
SS60～65 61.8％
SS55～60 41.9％
SS50～55 21.3％
SS45～50 7.7％
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第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第2問〔2〕は、地球温暖化という社会課題に目を向け、2次関数を用いて二酸化炭
素排出量を予測する問題でした。⑴の[ソ～チ]は、2022年に二酸化炭素排出量
が最大であるという条件を2次関数の式で表す設問であり、 正解率36.6%と低く
なっています。「 は西暦ではなく2019年からの経過年数であること」などを押さえ
るのがポイントとなります。続く[ツ～ト]は、前設問で求めた式を利用して2034年の
二酸化炭素排出量を予測する設問でしたが、正解率23.3% とさらに下がっていま
す。社会の事象を数学的にとらえることができるかどうかで、各学力層で差がつき
ました。問題で与えられた条件から2次関数を決定し社会の事象を正確に数学化
する力が十分に身についていないことがわかります。

2次関数に関する基礎的な定義、定理、解法は定着してきていますが、それらを社会
の現象で用いる力(数学化する力) については意識して身につけていく必要があ
ります。
共通テストでも、さまざまな分野で日常生活や社会の事象を数学的に考察する力
が問われます。
これからの２か月あまりで、日常生活や社会の事象の問題に積極的に取り組み、
数学化して考察する練習をして実力を養成していくことが大切になります。

結 果 分 析

指導の ご提案

社会の事象を数学的に考察する問題で、各学力層で差がついた
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実戦形式の類題演習のご提案ページへ

第2問〔2〕⑴ソ～チ、ツ～ト

https://www.learn-s.co.jp/com/pdf/pg/info/231027/231027mat1_2.pdf

